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業する 1979 年 3 月まで、教育の基礎固めに没頭する毎日でした。最初の学生が 4 年生になっ
た春、当時の就職は自由応募ではなく学校推薦が主流だったため、なんとか求人票を送っても
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テムを補助金も含めて 1,500 万円かけて導入し、IE 技法の対象となる作業の状況を画像解析す







































職場になりました。そして 2012 年から 4 年間、経営学部経営情報学科長を務め、学部長の羽
石先生を支えてきました。改めてご縁の深さを感じざるを得ません。学科長としては自分のカ
ラーを押し出すのではなく、世間が摂南大学経営学部に求めていることが実現できるよう、地
道な解決策を推進してきたつもりです。マネジメントシステム工学科は 2015 年 3 月、正規よ



















































次に、工業経営研究学会では第 5 期、第 9 期の併せて 6 年間、学会理事兼事務局長を努め
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昭和 46 年 3 月 大阪府立大学工学部経営工学科　卒業（工学士）
昭和 48 年 3 月 大阪府立大学大学院工学研究科経営工学専攻修士課程　修了（工学修士）
昭和 51 年 3 月 大阪府立大学大学院工学研究科経営工学専攻博士後期課程単位取得後退学
昭和 59 年 2 月 工学博士（大阪府立大学）
 【論文題目：「需要予測モデルの同定とパラメータ推定に関する研究」】
職　歴
昭和 51 年 4 月 摂南大学工学部経営工学科　助手
昭和 54 年 4 月 摂南大学工学部経営工学科　専任講師
昭和 59 年 4 月 摂南大学工学部経営工学科　助教授（生産管理、工程管理）担当
平成 9 年 4 月 摂南大学工学部経営工学科　教授
平成 13 年 4 月 摂南大学工学部経営工学科　学科長（平成 15 年 3 月まで）
平成 15 年 4 月 摂南大学全学 FD 委員会委員長（平成 17 年 3 月まで）
平成 19 年 4 月 摂南大学大学院工学研究科機械・システム工学専攻修士課程　専攻主任（平成
21 年 3 月まで）
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平成 22 年 4 月 摂南大学経営学部経営学科　教授
平成 24 年 4 月 摂南大学経営学部経営情報学科　学科長（平成 28 年 3 月まで）
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